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研究実績 

の概要 

プロアントシアニジン(PAC)はカカオ、リンゴなどに豊富に含まれ、抗酸化作用や糖・脂

質代謝調節機能など多機能性を有する有用な食品素材として最近注目されている。PACは

(+)-CatechinなどのFlavan 3-ol構造よりなる重合物であり、特に高度に重合した高分

子のPACは体内において低吸収性を示すことから、その生体利用性が非常に低いと言われ

ている。しかし、リンゴなどに含まれる高分子のPACは肥満予防効果などの多くの機能性

を有するなど、高分子のPAC特有の生理作用の存在が示唆されている。従って、PACの生

体内挙動を明らかにすることはその生理機能を理解する上で非常に重要な研究課題であ

る。しかし、PACは生体内で吸収および代謝された化合物の定量に有効なHPLC-MSなどに

よる機器分析において、分析カラムによるPACの分離が困難であり、かつPAC自身の検出

感度が非常に低い等の問題点があるため、現在までにその有効な分析方法はほとんど確立

されていない。そこで、本研究ではPACに対して検出感度の向上が期待される蛍光プロー

ブを導入し、蛍光プローブ化PACのHPLC分析などを行うことでPACの高感度分析法の確

立を目指した。 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 

① 4-Dimethylaminocinnamaldehyde (DMAC)による(+)-Catechin の化学プローブ化反応

の検討 

 本研究において，まず化学プローブ化試薬としてDMACを選択した。DMACは蛍光性を示

さないが、PACのようなFlavan 3-ol化合物のA環の8位に特異的に反応し、波長640 nm

において検出を可能にする試薬である。また、(+)-CatechinとDMACの反応生成物の推定

構造(図)に着目すると，DMACは(+)-CatechinのA環の8位に結合することで窒素原子上

に正電荷を有する化学構造をとる。つまり，PAC を DMAC でプローブ化することにより，

MS分析におけるPACのイオン化効率の向上が期待される。そこで， Flavan 3-ol化合物

の単量体である(+)-Catechin と

DMAC を反応させ，生じる反応生成

物を逆相HPLC分析およびゲル浸潤

クロマトグラフィー(GPC)により分

析した。その結果、逆相HPLC分析、

GPCともに(+)-CatechinとDMACの

反応物と考えられる化合物ピーク

を検出したことから、本ラベル化反

応の進行が示唆された。 

 

② PAC2量体とDMAC反応物のESI-TOF-MS分析 

DMACによるラベル化反応がPACの2量体に対しても進行することを確認するため、PAC

の2量体であるProcyanidin A1およびB3に対してDMACによるラベル化反応を行い、反

応液の ESI-TOF-MS 分析を行った。その結果、いずれの反応液においても positive ion 

mode により、PAC2 量体と DMAC の反応生成物と思われる分子イオンピークを検出したた

め、少なくとも本ラベル化反応は 2 量体までの PAC に対して進行する可能性が示唆され

た。 

 本研究から、2量体までの PAC に対してDMAC によるラベル化反応が進行することを示

すことができた。今後は、DMACによるPACのラベル化の反応条件の検討などを更に行い、

その条件をもとにDMACと化学構造が類似した蛍光プローブ試薬などをPACへ導入・分析

を行うことでPACの高感度分析法の確立を目指す。 

 

 


